
『
三
国
志
』
劉
虞
伝
　
改
行
＆
ス
ペ
ー
ス
挿
入
＆
注
釈
を
し
ま
し
た
版
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
成
：
ひ
ろ
お

劉
虞
は
、
公
孫
瓚
の
上
司
で
あ
る
。
劉
虞
は
、
公
孫
瓚
を
罰
そ
う
と
意
気
込
ん
だ
が
、
下
克
上
さ
れ
た
。

大
人
し
い
皇
族
で
は
な
い
。
信
念
あ
る
頑
固
者
で
す
。
胡
族
へ
の
優
し
さ
で
、
温
和
な
人
だ
と
判
断
す
る
の
は
、
勘
違
い
。

袁
紹
が
皇
位
を
、
く
ど
く
ど
勧
め
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
が
分
か
る
。
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
、
袁
紹
は
斬
ら
れ
た
。

劉
虞 

字
伯
安
，
東
海
郯
人
也
。

祖
父
嘉
，
光
祿
勳
。

謝
承
『
後
漢
書
』
が
い
う
。
劉
虞
の
父
は
、
劉
舒
。
丹
陽
太
守
。
五
経
に
通
じ
る
。
光
武
帝
の
子
、
東
海
恭
王
の
後
裔
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
東
海
恭
王
の
列
伝
を
引
き
ま
す
。
２
節
か
ら
、
劉
虞
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
お
急
ぎ
の
方
は
、
そ
ち
ら
へ
。

■

１
節
　
劉
虞
の
本
家
、
東
海
王

東
海
恭
王
彊
。
建
武
二
年
，
立
母
郭
氏 

為
皇
后
，
彊
為
皇
太
子
。

２
６
年
、
母
を
皇
后
に
。
劉
彊
は
皇
太
子
に
。
劉
虞
の
祖
先
は
、
明
帝
の
兄
で
あ
る
！

十
七
年 

而
郭
后
廢
，
彊
常
戚
戚 

不
自
安
，
數 

因
左
右
及
諸
王 
陳
其
懇
誠
，
願
備
蕃
國
。

戚
戚
は
、
憂
え
る
さ
ま
。
蕃
國
は
、
藩
国
に
お
な
じ
。

光
武
不
忍
，
遲
回
者 

數
歳
，
乃
許
焉
。
十
九
年
，
封
為
東
海
王
，
二
十
八
年
，
就
國
。

光
武
帝
は
、
ぐ
ず
ぐ
ず
数
年
も
決
心
が
つ
か
ず
。
あ
や
ま
ち
に
よ
る
国
行
き
で
な
い
か
ら
、
大
国
を
与
え
た
。

帝
以
彊
廢 

不
以
過
，
去
就
有
禮
，
故
優 

以
大
封
，
兼
食 

魯
郡
，
合
二
十
九
縣
。

賜 

虎
賁
旄
頭
，
宮
殿
設 

鐘ｷ
ｮ

縣
，
擬
於
乘
輿
。
彊
臨
之
國
，
數
上
書 

讓
還
東
海
，

又
因
皇
太
子 

固
辭
。
帝
不
許
，
深
嘉
歎
之
，
以
彊
章 

宣
示
公
卿
。
初
，
魯
恭
王
好
宮
室
，

魯
の
恭
王
と
は
、
前
漢
の
景
帝
の
子
、
劉
余
。

起 

靈
光
殿
，
甚
壯
麗
，
是
時
猶
存
，
故
詔 

彊
都
魯
。

中
元
元
年
入
朝
，
從
封
岱
山
，
因
留
京
師
。
明
年
春
，
帝
崩
。
冬
，
歸
國
。

中
元
元
年
（
５
６
年
）
２
月
、
光
武
帝
は
泰
山
を
封
じ
た
。

永
平
元
年
，
彊
病
，
顯
宗 

遣
中
常
侍
鉤
盾
令 

將
太
醫
乘
驛
視
疾
，
詔
沛
王
輔
、

濟
南
王
康
、
淮
陽
王
延 

詣
魯
。
及
薨
，
臨
命
上
疏
謝
曰
：
（
略
）



劉
彊
の
死
は
、
５
８
年
。
光
武
帝
の
死
の
２
年
後
。
２
代
皇
帝
に
し
な
く
て
良
か
っ
た
よ
な
。

天
子
覽
書
悲
慟
，
從
太
后 

出
幸
津
門
亭 

發
哀
。
使
司
空
持
節 

護
喪
事
，
大
鴻
臚
副
，
宗
正
、

將
作
大
匠 

視
喪
事
，
贈
以
殊
禮
，
升
龍
、
旄
頭
、
鸞
輅
、
龍
旂
、
虎
賁
百
人
。

異
例
な
ほ
ど
、
王
朝
を
あ
げ
て
、
劉
彊
の
葬
儀
を
し
ま
し
た
よ
、
と
。

詔
楚
王
英
、
趙
王
栩
、
北
海
王
興
、
館
陶
公
主
、
比
陽
公
主 

及
京
師
親
戚
四
姓
夫
人
、

小
侯
皆
會
葬
。
帝
追 

惟
彊 

深
執
謙
儉
，
不
欲
厚
葬 

以
違
其
意
，
於
是 

特
詔
中
常
侍
杜
岑
及

東
海
傅
相
曰
：
「
王
恭
謙
好
禮
，
以
德
自
終
，
遣
送
之
物
，
務
從
約
省
，
衣
足
斂
形
，
茅
車
瓦
器
，

物
減
於
制
，
以
彰
王
卓
爾 

獨
行
之
志
。
將
作
大
匠 

留
起
陵
廟
。
」

故
人
は
、
つ
つ
ま
し
い
人
で
し
た
。
あ
ま
り
派
手
に
葬
る
の
は
、
故
人
の
意
思
に
反
し
ま
す
。

劉
彊
は
、
母
が
皇
后
を
は
ず
さ
れ
た
の
で
、
ひ
た
す
ら
地
味
に
生
き
た
人
で
し
た
。
処
世
術
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
。

彊
立
十
八
年
，
年
三
十
四
。
子
靖
王
政 

嗣
。
政
淫
欲
薄
行
。
後
中
山
簡
王 

薨
，

政
詣
中
山 

會
葬
，
私
取 

簡
王
姫
徐
妃
，
又
盜
迎 

掖
庭
出
女
。
豫
州
刺
史
、
魯
相 

奏
請
誅
政
，

有
詔 

削
薛
縣
。

劉
彊
の
子
、
２
代
東
海
王
の
劉
政
は
、
ほ
か
の
王
や
皇
帝
か
ら
女
を
奪
っ
た
。
誅
殺
が
訴
え
ら
れ
た
が
、
領
土
削
減
で
す
ん
だ
。

　立
四
十
四
年
薨
，
子
頃
王
肅 

嗣
。
永
元
十
六
年
，
封
肅
弟
二
十
一
人 

皆
為
列
侯
。
肅
性
謙
儉
，

循 

恭
王
法
度
。
永
初
中
，
以
西
羌
未
平
，
上
錢
二
千
萬
。
元
初
中
，
複
上
縑
萬
匹
，
以
助
國
費
，

鄧
太
后
下
詔 

褒
納
焉
。

３
代
東
海
王
の
劉
粛
は
、
初
代
東
海
王
の
よ
う
に
、
つ
つ
し
ん
だ
。
鄧
太
后
に
、
ほ
め
ら
れ
た
。

１
０
４
年
、
劉
粛
の
弟
が
２
１
人
も
列
侯
に
封
じ
ら
れ
た
。
劉
虞
の
祖
先
は
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
分
か
れ
る
の
か
な
。

立
二
十
三
年
薨
，
子
孝
王
臻 

嗣
。
永
建
二
年
，
封
臻
二
弟
敏
、
儉 

為
郷
侯
。
１
２
７
年
で
す
。

臻 

及
弟
蒸
郷
侯
儉 

並
有
篤
行
，
母
卒
，
皆
吐
血 

毀
眦
。
至
服
練
紅
，
兄
弟
追
念 

初
喪
父
，

幼
小
，
哀
禮
有
闕
。
因
複 

重
行
喪
制
。



父
が
死
ん
だ
と
き
、
ま
だ
兄
弟
は
幼
く
、
悲
し
み
が
足
り
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
悲
し
み
を
、
や
り
直
し
た
。

臻
性
敦
厚 

有
恩
，
常
分
租
秩
賑 

給
諸
父
昆
弟
。
國
相
籍
褒 

具
以
状
聞
，
順
帝
美
之
，

制
詔
大
將
軍
、
三
公
、
大
鴻
臚
曰
：
（
略
）
孝
行
を
、
ほ
め
て
い
る
の
だ
。

立
三
十
一
年
薨
，
子
懿
王
祗 

嗣
。

初
平
四
年
，
遣
子
琬 
至
長
安
奉
章
，
獻
帝
封
琬 

汶
陽
侯
，
拜
為
平
原
相
。

祗
立
四
十
四
年
薨
，
子
羨
嗣
。
二
十
年
，
魏
受
禪
，
以
為
崇
德
侯
。

曹
丕
の
受
禅
ま
で
、
東
海
王
の
家
は
あ
っ
た
。
劉
虞
が
み
ず
か
ら
「
傍
流
で
」
と
い
う
の
は
、
東
海
王
が
健
在
だ
か
ら
だ
。

■

２
節
　
異
民
族
を
手
な
ず
け
る

劉
虞
伝
に
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

虞
初 

舉
孝
廉
，
稍
遷
幽
州
刺
史
，
民
夷 

感
其
德
化
，
自
鮮
卑
、
烏
桓
、
夫
餘
、
穢
貊
之
輩
，

皆
隨
時 

朝
貢
，
無
敢 

擾
邊
者
，
百
姓 

歌
悅
之
。
公
事
去
官
。

公
務
上
の
不
祥
事
に
よ
り
、
官
を
去
っ
た
。
『
三
国
志
』
公
孫
瓚
伝
に
ひ
く
『
呉
書
』
で
は
、
病
気
に
よ
る
退
職
だ
っ
た
。

中
平
初
，
黄
巾
作
亂
，
攻
破 

冀
州
諸
郡
，
拜
虞
甘
陵
相
，
綏
撫
荒
餘
，
以
蔬
儉
率
下
。
遷
宗
正
。

蔬
儉
と
は
、
質
素
倹
約
。
宗
正
は
、
宗
室
の
こ
と
を
司
る
。

■

３
節
　
張
純
の
乱

後 

車
騎
將
軍
張
温 

討
賊
邊
章
等
，
發
幽
州 

烏
桓
三
千
突
騎
，
而
牢
稟
逋
懸
，
皆
叛
還
本
國
。

俸
給
と
し
て
の
、
糧
食
が
と
ど
こ
お
る
。
「
牢
」
と
は
、
給
金
、
「
稟
」
と
は
、
食
糧
ら
し
い
。

前
中
山
相
張
純 

私
謂 

前
太
山
太
守
張
舉
曰
：

張
純
は
、
身
分
の
高
い
役
人
だ
っ
た
ん
だ
！ 

国
相
と
太
守
レ
ベ
ル
の
叛
乱
で
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
以
下
。

「
今
烏
桓
既
畔
，
皆
願
為
亂
，
涼
州
賊
起
，
朝
廷 

不
能
禁
。
又
洛
陽
人
妻
生 

子
両
頭
，
此
漢
祚

 

衰
盡
，
天
下
有 

兩
主
之
征
也
。
子
若
與
吾 

共
率
烏
桓
之
衆 

以
起
兵
，
庶
幾 

可
定
大
業
。
」

舉
因
然
之
。
洛
陽
の
２
頭
子
＝
天
下
に
２
人
の
主
。
お
れ
と
お
前
で
烏
丸
を
率
い
て
、
天
下
を
と
ろ
う
！

四
年
，
純
等 

遂
與
烏
桓
大
人 

共
連
盟
，
攻
薊
下
，
燔
燒
城
郭
，
虜
略
百
姓
，
殺
護
烏
桓
校
尉
箕
稠
、

右
北
平
太
守 

劉
政
、
遼
東
太
守 

陽
終
等
，
衆
至
十
余
萬
，
屯
肥
如
。
舉
稱
「
天
子
」
，



純
稱
「
彌
天
將
軍 

安
定
王
」
，
移
書
州
郡
，
雲
舉
當
代
漢
，
告
天
子
避
位
，
敕
公
卿
奉
迎
。

天
子
を
称
し
て
、
後
漢
か
ら
独
立
。
１
８
７
年
。
州
郡
に
王
朝
の
交
代
を
告
げ
た
。
袁
術
と
、
何
が
違
う
ん
だ
ろ
う
？

純
又
使 
烏
桓
峭
王
等 

衆
騎
五
萬
，
入
青
、
冀
二
州
，
攻
破
清
河
、
平
原
，
殺
害
吏
民
。

朝
廷 

虞
威
信
素
著
。
恩
積
北
方
，
明
年
，
複
拜
幽
州
牧
。
虞
到
薊
，
罷
省
屯
兵
，
務
廣
恩
信
。

１
８
８
年
、
劉
虞
は
幽
州
牧
。
任
命
の
理
由
は
、
張
純
を
平
定
す
る
た
め
。
つ
ま
り
烏
丸
を
帰
順
さ
せ
る
た
め
。
劉
虞
は
武
装
解
除
。

遣
使 

告
峭
王
等 

以
朝
恩
寬
弘
，
開
許
善
路
。
又
設
賞
購
舉
、
純
。
舉
、
純
走
出
塞
，
餘
皆
降
散
。

純
為
其
客
王
政 

所
殺
，
送
首
詣
虞
。
靈
帝
遣
使
者 

就
拜
太
尉
，
封
容
丘
侯
。

『
三
国
志
』
で
は
、
丘
力
居
が
出
て
く
る
が
『
後
漢
書
』
に
な
し
。
霊
帝
か
ら
太
尉
を
も
ら
う
の
は
、
同
じ
。

■

４
節
　
幽
州
の
善
政

及
董
卓 

秉
政
，
遣
使
者 

授
虞
大
司
馬
，
進
封
襄
賁
侯
。
初
平
元
年
，
複
征
代
袁
隗
為
太
傅
。

１
９
０
年
、
袁
隗
の
あ
と
の
太
傅
。
『
三
国
志
』
で
袁
隗
が
出
ず
「
董
卓
は
関
東
が
騒
が
し
い
か
ら
遷
都
し
た
く
て
」
と
記
す
。

道
路
隔
塞
，
王
命 

竟
不
得
達
。
舊
幽
部 

應
接
荒
外
，
資
費
甚
廣
，
歳
常
割
青
、
冀
賦
調
二
億
有
餘
，

以
給
足
之
。
時
處
處
斷
絶
，
委
輸
不
至
，
而
虞
務
存
寬
政
，
勸
督
農
植
，
開
上
谷
胡
市
之
利
，

通
漁
陽 

塩
鉄
之
饒
，
民
悅
年
登
，
谷
石
三
十
。

幽
州
の
防
衛
費
が
足
り
ず
、
青
州
と
冀
州
か
ら
、
２
億
を
割
い
て
い
た
。
輸
送
が
止
ま
り
、
劉
虞
は
幽
州
で
ま
か
な
っ
た
。

青
、
徐
士
庶 

避
黄
巾
之
難 

歸
虞
者 

百
余
萬
口
，
皆
收 

視
温
恤
，
為
安
立
生
業
，

流
民
皆
忘 

其
遷
徙
。
虞
雖 

為
上
公
，
天
性
節
約
，
敝
衣
繩
履
，
食
無
兼
肉
，

遠
近
豪
俊 

夙
僭
奢
者
，
莫
不
改
操 

而
歸
心
焉
。

劉
虞
の
治
民
が
具
体
的
。
『
三
国
志
』
公
孫
瓚
伝
の
オ
マ
ケ
で
は
、
読
め
な
い
こ
と
で
す
。

青
州
や
徐
州
の
人
が
移
り
、
故
郷
を
捨
て
た
こ
と
す
ら
忘
れ
た
。
上
公
＝
三
公
の
上
＝
大
司
馬
。

■

５
節
　
皇
帝
に
推
さ
れ
る

初
，
詔
令
公
孫
瓚 

討
烏
桓
，
受
虞
節
度
。
瓚
但
務 

會
徒
衆
以
自
強
大
，
而
縱
任
部
曲
，

頗
侵
擾
百
姓
，
而
虞 

為
政
仁
愛
，
念
利
民
物
，
由
是 

與
瓚
漸
不
相
平
。

は
じ
め
公
孫
瓚
は
、
劉
虞
の
指
揮
下
だ
っ
た
。
幽
州
は
公
孫
瓚
の
「
下
克
上
」
な
ん
だ
な
あ
。
つ
ぎ
１
９
１
年
。



二
年
，
冀
州
刺
史
韓
馥
、
勃
海
太
守
袁
紹 

及
山
東
諸
將
議
，
以
朝
廷
幼
沖
，
逼
于
董
卓
，

遠
隔
關
塞
，
不
知
存
否
，
以
虞
宗
室
長
者
，
欲
立
為
主
。
乃
遣 

故
樂
浪
太
守
張
岐
等 

齎
議
，

上
虞
尊
號
。
虞
見
岐
等
，
厲

は
げ
ま
シ
テ

レ

色 

叱
之
曰
：

「
今
天
下
崩
亂
，
主
上
蒙
塵
。
吾
被
重
恩
，
未
能 

清
雪
國
恥
。
諸
君
各
據
州
郡
，
宜
共
戮

あ
わ
セ

力
，

盡
心
王
室
，
而
反
造 
逆
謀
，
以
相
垢
誤
邪
！
」
固
拒
之
。

馥
等
又
請 

虞
領
尚
書
事
，
承
制
封
拜
，
複
不
聽
。
遂
收
斬
使
人
。

劉
虞
は
、
皇
帝
や
執
政
を
要
請
し
た
人
を
、
斬
っ
て
し
ま
っ
た
！ 

『
三
国
志
』
に
な
い
激
烈
さ
。

於
是
選 

掾
右
北
平
田
疇
、
從
事
鮮
于
銀
蒙
險
間
行
，
奉
使
長
安
。

田
疇
に
、
幽
州
か
ら
長
安
へ
行
か
せ
た
。
田
疇
伝
、
読
み
た
い
。

獻
帝
既 

思
東
歸
，
見
疇
等 

大
悅
。
時
，
虞
子
和
為
侍
中
，
因
此 

遣
和
潛 

從
武
關
出
，

告
虞
將
兵 

來
迎
。
道
由
南
陽
，
後
將
軍
袁
術 

聞
其
状
，
遂
質
和
，
使
報
虞 

遣
兵
俱
西
。

袁
術
は
劉
虞
に
、
い
っ
し
ょ
に
西
（
長
安
か
）
を
攻
め
よ
う
と
い
っ
た
。
袁
術
は
長
安
を
攻
め
、
劉
虞
は
長
安
を
助
け
た
い
。

虞 

乃
使
數
千
騎 

就
和 

奉
迎
天
子
，
而
術
竟 

不
遣
之
。

■

第
６
節
　
部
下
の
公
孫
瓚
の
暴
走

初
，
公
孫
瓚 

知
術
詐
，
固
止
虞 

遣
兵
，
虞
不
從
。

公
孫
瓚
は
、
袁
術
の
何
を
知
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
。
『
後
漢
書
』
も
『
三
国
志
』
も
、
い
ろ
い
ろ
に
読
め
る
。

瓚
乃
陰 

勸
術
執
和
，
使
奪
其
兵
，
自
是 

與
瓚 

仇
怨
益
深
。

公
孫
瓚
は
、
は
じ
め
袁
術
を
妨
害
す
る
た
め
、
劉
虞
に
兵
を
出
す
な
と
言
っ
た
。
転
換
し
、
袁
術
に
劉
虞
の
兵
を
奪
え
と
言
っ
た
。

公
孫
瓚
は
「
袁
術
は
、
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
は
な
い
。
公
孫
瓚
は
、
劉
虞
の
兵
が
、

長
安
で
献
帝
を
助
け
る
こ
と
が
気
に
入
ら
な
い
。
劉
虞
を
妨
げ
る
た
め
な
ら
、
袁
術
に
矛
盾
し
た
依
頼
も
出
す
よ
う
だ
。

和
尋 

得
逃
術
還
北
，
複
為
袁
紹 

所
留
。
瓚
既
累 

為
紹
所
敗
，
而
猶
攻
之 

不
已
。

虞
患 

其
默

け
が
サ
ン
コ
ト
ヲ

レ

武
，
且
慮
得
志 

不
可
複
制
，
固
不
許
行
，
而
稍 

節
其
稟
假
。

公
孫
瓚
は
、
劉
虞
の
部
将
で
あ
る
！ 

気
づ
か
な
か
っ
た
。
袁
紹
と
対
等
に
、
張
り
合
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
。
立
場
が
違
う
。

公
孫
瓚
は
袁
紹
に
敗
れ
た
。
劉
虞
は
、
公
孫
瓚
が
み
だ
り
に
武
力
を
行
使
す
る
の
を
恐
れ
た
。
公
孫
瓚
が
志
を
得
れ
ば
、

制
御
で
き
な
く
な
る
。
劉
虞
は
兵
糧
を
減
ら
し
た
、
と
。
つ
ま
り
劉
虞
は
、
公
孫
瓚
を
制
御
し
、
兵
糧
を
与
え
て
い
る
立
場
だ
！



瓚
怒
，
屢
違
節
度
，
又
複 

侵
犯
百
姓
。
虞 

所
賚
賞
典
當 

胡
夷
，
瓚
數
抄 

奪
之
。

積
不
能
禁
，
乃
遣
驛
使 

奉
章
陳 

其
暴
掠
之
罪
。
瓚
亦
上 

虞
稟
糧
不
レ

周
あ
ま
ね
カ
ラ

。

二
奏
交
馳
，
互
相
非
毀
，
朝
廷
依
違
而
已
。

公
孫
瓚
と
劉
虞
の
チ
ク
り
合
い
。

劉
虞
は
、
「
公
孫
瓚
は
、
私
が
胡
族
に
与
え
た
も
の
を
奪
う
」
と
い
う
。
公
孫
瓚
は
、
「
劉
虞
か
ら
の
支
給
が
少
な
い
」
と
い
う
。

公
孫
瓚
は
、
親
に
反
抗
す
る
子
供
の
よ
う
だ
。
食
わ
し
て
も
ら
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
慎
め
ば
い
い
の
に
。
笑

瓚
乃
築
京 

於
薊
城 

以
備
虞
。
虞
數
請
瓚
，
輒
稱
病
不
應
。

京
と
は
、
た
か
い
丘
。
劉
虞
は
、
公
孫
瓚
を
呼
び
出
し
た
が
、
公
孫
瓚
は
仮
病
。
袁
紹
に
討
た
れ
る
と
き
も
、
瓚
は
籠
も
っ
た
な
。

虞
乃
密
謀
討
之
，
以
告 

東
曹
掾
右
北
平
魏
攸
。

攸
曰
：
「
今
天
下
引

の
ば
シ

レ

領
く
び
ヲ

，
以
公
為
歸
，
謀
臣
爪
牙
，
不
可
無
也
。

瓚
文
武
才
力
足
恃
，
雖
有
小
惡
，
固
宜
容
忍
。
」
虞
乃
止
。

魏
攸
は
い
う
。
「
公
孫
瓚
は
生
意
気
で
す
が
、
使
え
る
コ
マ
で
す
」
と
。
劉
虞
は
、
公
孫
瓚
を
殺
す
の
を
、
思
い
と
ど
ま
っ
た
。

■

第
７
節
　
公
孫
瓚
と
全
面
戦
争
へ

頃
之 

攸
卒
，
而
積
忿
不
已
。

公
孫
瓚
を
弁
護
す
る
人
が
、
い
な
く
な
っ
た
。
つ
ぎ
１
９
３
年
冬
の
記
事
。

四
年
冬
，
遂
自
率 

諸
屯
兵
從 

合
十
萬
人 

以
攻
瓚
。
將
行
，
從
事 

代
郡
程
緒 

免
胄
而
前
曰
：

「
公
孫
瓚 

雖
有
過
惡
，
而
罪
名
未
正
。
明
公 

不
先
告
曉 

使
得
改
行
，
而
兵
起
蕭
牆
，
非
國
之
利
。

加
勝
敗 

難
保
，
不
如
駐
兵
，
以
武
臨
之
，
瓚
必 

悔
禍
謝
罪
，
所
謂 

不
戰
而
服
人
者
也
。
」

劉
虞
は
す
ぐ
武
力
に
訴
え
、
公
孫
瓚
を
討
と
う
と
す
る
。
「
不
先
告
曉 

使
得
改
行
」
は
、
「
ま
ず
説
得
し
て
更
正
さ
せ
ず
に
」
。

胡
族
に
優
し
い
劉
虞
は
、
腰
砕
け
で
な
い
。
剛
直
に
信
念
の
あ
る
人
だ
。
だ
か
ら
劉
虞
は
、
公
孫
瓚
を
猛
烈
に
許
せ
な
い
。

虞 

以
緒
臨
事 

沮
議
，
遂
斬
之 

以
徇

と
な
ウ

。

劉
虞
が
「
公
孫
瓚
を
斬
る
な
」
と
言
っ
た
人
を
、
斬
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
キ
ャ
ラ
だ
っ
け
？

戒
軍
士
曰
：
「
無
傷
餘
人
，
殺
一
伯
珪
而
已
。
」

「
公
孫
瓚
を
弁
護
し
て
、
怪
我
す
る
な
。
１
人
の
公
孫
瓚
を
殺
せ
ば
、
そ
れ
で
済
む
の
だ
か
ら
」
と
。
凄
み
あ
る
脅
し
だ
。

時
，
州
從
事 

公
孫
紀
者
，
瓚
以
同
姓 

厚
待
遇
之
。
紀
知 

虞
謀
而 

夜
告
瓚
。

瓚
時 

部
曲
放
散
在
外
，
倉
卒

そ
う
そ
つ 

自
懼
不
免
，
乃
掘
東
城 

欲
走
。



公
孫
瓚
が
、
目
を
か
け
た
部
下
に
救
わ
れ
る
。
の
ち
の
死
に
様
か
ら
は
、
想
像
が
つ
か
な
い
。

虞
兵 
不
習
戰
，
又
愛

お
シ
ミ

二

人
ノ

廬
舍
ヲ

一

，
敕
不
聽 

焚
燒
，
急
攻
圍
不
下
。

瓚
乃
簡
募 
士
數
百
人
，
因
風
縱
火
，
直
衝
突
之
。

銳

虞
遂
大
敗
，
與
官
屬 

北
奔
居
庸
縣
。
瓚
追
攻
之
，
三
日
城
陷
，
遂
執
虞
並
妻
、
子
還
薊
，

猶
使
領
州
文
書
。

公
孫
瓚
は
、
劉
虞
の
子
に
、
行
政
を
や
ら
せ
た
。
よ
ほ
ど
事
務
が
キ
ラ
イ
だ
っ
た
ん
だ
。

も
し
く
は
、
献
帝
の
使
者
の
到
着
を
待
っ
た
。
劉
虞
を
、
献
帝
の
名
の
も
と
に
斬
る
た
め
に
。
っ
て
こ
と
は
、
公
孫
瓚
は
、
献
帝
派
。

袁
術
と
、
本
質
的
な
同
盟
が
、
成
り
立
つ
わ
け
が
な
い
。
た
だ
袁
紹
を
挟
む
と
い
う
位
置
関
係
の
み
で
、
手
を
組
ん
だ
だ
け
。

劉
和
の
扱
い
に
つ
い
て
も
、
公
孫
瓚
と
袁
術
は
、
す
れ
違
っ
て
い
た
し
。
袁
術
か
ら
見
た
ら
、
公
孫
瓚
は
信
頼
で
き
な
い
。

■

８
節
　
天
子
な
ら
、
雨
を
降
ら
せ
よ

會
天
子 

遣
使
者
段
訓 

增
虞
封
邑
，
督
六
州
事
。

献
帝
の
使
者
は
、
公
孫
瓚
を
、
劉
虞
の
後
釜
に
し
た
。
下
克
上
の
成
功
だ
。
李
傕
の
朝
廷
の
し
わ
ざ
。

拜
瓚
前
將
軍
，
封
易
侯
，
假
節
督
幽
、
並
、
青
、
冀
。

李
傕
は
公
孫
瓚
に
、
袁
紹
と
戦
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
か
な
。
袁
紹
は
、
董
卓
＆
李
傕
の
敵
だ
か
ら
。

馬
日
磾
や
趙
岐
の
よ
う
に
、
諸
国
を
周
っ
て
い
た
の
か
も
。

瓚
乃
誣
虞 

前
與
袁
紹
等 

欲
稱
尊
號
，
脅
訓 

斬
虞 

於
薊
市
。

公
孫
瓚
は
、
李
傕
の
朝
廷
の
「
命
令
に
よ
っ
て
」
劉
虞
を
殺
し
た
こ
と
に
し
た
。
だ
か
ら
首
級
を
献
帝
に
送
っ
て
い
る
。

先
坐
而
咒
曰
：
「
若
虞
應 

為
天
子
者
，
天
當
風
雨 

以
相
救
。
」
時
，
旱
勢
炎
盛
，
遂
斬
焉
。

傳
首
京
師
，
故
吏
尾
敦 

于
路
劫
虞
首
歸
葬
之
。

瓚
乃
上
訓 

為
幽
州
刺
史
。
虞
以
恩
厚 

得
衆
，
懷
被
北
州
，
百
姓
流
舊
，
莫
不
痛
惜
焉
。

初
，
虞
以
儉
素 

為
操
，
冠
敝

や
ぶ
ル
ル
モ

不
改
，
乃
就
補

つ
く
ロ
ウ

二

其
穿
一

。

及
遇
害
，
瓚
兵
搜
其
内
，
而
妻
妾 

服
羅
紈
，
盛
綺
飾
，
時
人
以
此
疑
之
。
和
後
從
袁
紹 

報
瓚
雲
。

羅
紈
と
は
、
う
す
絹
と
、
し
ろ
絹
。
夫
人
の
趣
味
ま
で
、
劉
虞
は
縛
れ
な
か
っ
た
ん
だ
。
笑

劉
和
が
袁
紹
に
つ
き
、
公
孫
瓚
に
復
讐
し
た
と
い
う
オ
チ
が
つ
い
た
。
袁
紹
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
て
、
よ
か
っ
た
じ
ゃ
ん
。

（
お
し
ま
い
）


